箱根地域個体群の分散について(III 共同利用研究 2.研究成果) by 村松, 正敏 et al.
Title箱根地域個体群の分散について(III 共同利用研究 2.研究成果)
Author(s)村松, 正敏; 田中, 進; 福田, 史夫; 小林, 紀子; 岩淵, 幸子




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University





















P 村松 正敏 (マカック研究会)
田中 巡 (同 上)
福田 史夫 (同 上)
小林 紀子 (同 上)











































0 ･i;I円 邦彦 (東京瓜工火.瓜)
(1) 研究の日的
ニホンザル地城偶作7汀の分村の現状とその歴史的変遷
を明らかにし.あわせて環境利用等に関する生態調査を
おこなう｡
(2) 研究の計画
イ)日光lTJ',究山村.皿IB町についてmき込みによる分
布調正をおこなう｡
ロ)表口光地城について113月入山し,出は観察およびフ
ィールドサインのチェックによる生態調査をおこな
う｡
ハ)イ),ロ)と閃逃して土地利用の変遷を調査するO
(3) 研究の経過
叩乳Xn分和研究会による関東地方の中,大型nJほし加の
分れJ'調光と協力し,昭和50年8月14日～8月23日の10口
閃,El光れ 究山村,足尾町およびその周辺地城につい
て,聞き込みによる分布調査を実施した｡衣日光地城に
ついては,昭和50年7月28日～7月31日の4rlnqおよび
昭和51年1月7日～1月9日の3日間.生態調丑をおこ
なった.また,土地利用の変沼を知るために.2壬日光地
城の航空写共を肌入し,あわせて関係口TT･J=りnn7;r･fa'
災した｡これらの紙ntは別Idi班地中である｡
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